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まもなく１０名のあじさいっ子たちが、小野

寺南小学校卒業生として巣立っていきます。卒

業生、保護者の皆様には心よりお祝い申し上げ

ます。

今年の６年生も全校のよきリーダーとして、

運動会などの学校行事や清掃班、登校班、縦割

り班活動などで活躍しました。これも、ご家庭

の皆様の温かな励ましがあったからに他ありま

せん。

子どもは、地域の

自然、文化、そして

人の愛情で育ちます。

けんかをして仲直り

することで、人との

関わり方を学びます。

思い通りにならないことがあってこそ、我慢す

る心も育つのです。こうした子どもの育ちの根

底になくてはならないものは、ご家庭の愛情に

よる安定感、安心感を持たせることです。子ど

もは、愛されているという安心感からさらなる

自信や意欲をもち、自分や周りの人のよさに気

づいて大切にしようとします。そして、我慢す

る心も生まれるのです。

家庭は活力源です。本校の子どもたちは、自

分に自信をもち、学校で友だちと共に学び、共

に競い合う中で成長していきます。それは、ご

家庭で深い愛情を受け、｢家族の絆」を強めてき

たからです。特に６年生には、こうした家庭の

絆があったからこそ６年間、小学校に通い続け

成長することができたのだという感謝の念と自

覚を持ってほしいと思います。

子どもたちがやがて世に出る時のふるさとは、

岩舟であり、小野寺南小学校です。そしてその

根底は、安らぎのふるさとであるご家庭です。

本校で学んだこと、小野寺で育ったことの誇り

を胸に力強く巣立ってほしいと願っています。

２月２８日(水)に６年生を送る会が実施されまし

た。卒業生に感謝の気持ちを伝えようと、５年生が

中心になって在校生と共に計画･準備してきました。

初めに、６年生と一緒に

ゲーム（宝探し･ジェスチ

ャーゲーム･ボーリング・

南小クイズ）を楽しみまし

た。その後、あじさいっ子

班で作った寄せ書きをプレ

ゼントしました。お返しに、６年生が「桃太郎」を

英語劇にして演じ、みんなを楽しませてくれました。

５年生にとっては６年生

からリーダーの仕事をバト

ンタッチされ、最初の大仕

事でした。ちょっぴり緊張

気味でしたが、司会･進行や

各ゲーム会場の運営をしっかり行い、心に残る素晴

らしい集会になりました。この経験を生かして、南

小を背負って立つよきリーダーに成長していってほ

しいと思います。

６年生と職員のお別れ会

６年生が手作りのクレープや出し物で、職員に対

して心のこもったお別れ会を催してくれました。そ

の席でオリンピックで心に残ったことを話しました。

「この写真は、スキージャンプで高梨

沙羅選手がメダルを決めた瞬間です。

高梨選手は泣いています。この涙はう

れし涙です。ジャンプ台の下でチーム

の仲間が待っていてくれて、一緒にメ

ダルを喜んでくれたのです。そのチー

ムメイトの優しさに涙したのです。真っ先に駆けつけたの

が、ライバルだった伊藤有希選手です。９位になって悔

しいはずなのに、友のメダルを祝福しました。伊藤選手

のように、人の喜びを自分のことのように一緒に喜んで

あげられる優しい人になってほしいなと思います。」



２月２１日(水)に、日頃よりお世話になってい

る学校ボランティアさんに感謝の気持ちを伝え

ようと、感謝の会を実施しました。

まずはふれ合い給食

です。各学年の教室で

子どもたちと一緒に給

食を食べていただきま

した。その後、体育館

でプレゼントを贈呈

し、校歌を聴いていただきました。

今年の感謝の会に来てくださったボランティ

アさんは２７名です。アシストネット地域コー

ディネーターの野村さんを始め、休日ボランテ

ィア、読み聞かせボランティア、安全ボランテ

ィアの皆さん、体験学習を世話してくださった

方々です。ありがとうございました。今後とも

よろしくお願いします。

ボランティア連絡会議

この日、ふれ合い給食前

に図書室でボランティアさ

んの情報交換を行いまし

た。そこで出された意見を

いくつか紹介します。

・夜遊びしナイトは毎年やるのが当たり前と思われてい

るが、準備が大変。ボランティアの協力をお願いします。

・読み聞かせボランティアに、ぜひ保護者の皆さんから

も入ってほしい。ＰＴＡ総会等で呼びかけたい。

・今の子はあまり本を読まない？その原因として新聞を

読まない親が増えている。活字を読む、慣れる環境が必

要だ。同様にザリガニを触れない子がいる。ふるさと古

江２１の川遊び、生き物調査は貴重な体験だ。

２月１４日(水)に校内なわとび大会がありました。

前半は、学年順に跳べるようになった技を披露した

り、持久跳びにチャレンジしたりしました。後半は、

あじさい班対抗の長なわ跳びです。３分間に何回跳

べるか競争しました。優勝は３・４班で、２回の合

計が４４１回でした。１ヶ月前、練習初めの頃は中

々うまく跳べなかった低

学年児童が、どんどん跳

べるようになったことに

驚きました。集団の教育

力はすごいです。

２月２６日(月)に國學院大學栃木短期大学の学生

さんが４０名来校し、全校児童と交流しました。

今回のテーマは、「声を使った音楽作り」です。「自

分の名前」や｢やおやの

品物」などのテーマ別

に８班に分かれて音楽

作りをしました。児童

の感想をいくつか紹介

します。

・いろんな鳴き声をリズムにしたりしておもしろかった

です。またやりたいです。

・カレーの具材で音楽を作るなんて考えてもいません

でした。でも考えていないからこそ楽しくできました。

・図形で音楽を作るのは難しかったけど、声に出したら

楽しかったです。

・身近な物を使って音楽が作れることに驚きました。

たいへんお世話になりました！

私事で恐縮ですが、この３月で定年退職となりま

す。３年前に校長として赴任しましたが、担任とし

て勤務した５年間を含めて８年間、大変お世話にな

りました。お別れに当たり、小野寺南小学校の素晴

らしいところをお知らせします。

①素直で純粋な子どもたち … 心が優しくて、人を

傷つけることを言いません。とても癒やされました。

②学校に協力的で温かい保護者、地域の皆様 … 和

やかで活発なＰＴＡ

活動。休日ボランテ

ィアを始め多くの地

域の方が学習支援、

見守りをしてくださ

いました。

③真剣に子どもたちを指導する教職員 … 善悪の判

断を教え、いつも落ち着いた雰囲気で授業を進めて

います。教室はしっとりした学びの場でした。

④自然や花に囲まれた美しい学校 … 春の桜、ハナ

ミズキ、夏の紫陽花、一年中花いっぱいの花壇。そ

して、ピカピカ磨かれたきれいな校舎。

こんな素敵な学校に勤められたこ

とを誇りに思います。小野寺南小学

校が、｢あじさいの心｣とよき伝統を

継承し、いつまでも輝き続けること

をお祈りしております。

本当にありがとうございました。




